
小学校の新たな外国語教育における斬教材（5年生）年間指導計画例案　イメージ
移行期間中の年間50単位時間のうち、赤字がHi，friendsJの

参考資料1
内容に加えて扱う外国語科の主な内容

ァルフアベッ　撃㌣き？ア㌘甲enit？
S・A・Ⅹ・U・R・A．

Ilike（socccer）verymuch…．

Whenisyourbirthday？My

birthdayisAugu8t19th．What
doyouwantforyourbirthday？

トの文字■自
己紹介

2　行事・誕生
日

英語の文字の認識を深める

3・記法‾笈器蔓還e

4　－日の生活慧昔話芯忠言ア？
Ial示ay8Wa8htbe心血eS‥‥

・活字体の大文字や，好きなものや欲しいものについて尋ねたり答えたりする表現が分か皐。・・

・自分のことや身近なことに？や．屯＿照り会評や説明を聞いて概要を捉えたり．－■好きなものや欲しいもの≡について尋ねた＿り答えたりする。
・他者に配慮しながら自身の名前や好きなもの■．∴欲しいものなどを含めて雨単な自己紹介をしようとす石。

・活字体の大文字の暮き方や．季節や誕生日の言い方や誕生日の尋ね方や答え方が分かる。
・祭りや行事に関するまとまりのある語を聞いておおよその内容を聞き取るとともに．好みや欲しいもの．＿誕生日を尋ねたり答えたりして．伝え合う。慣
れ親しんだ表現などを推測しながら読んだり相手に伝える目的を持って書き写したりする。

・他者に鱒慮しながら好みや欲しいもの．誕生日を尋ねたり答えたりして伝え合おうとする。

・活字体の小文字や教

答阜た咋て愕え合う云‾寧
■他者に配慮しながら故

かる。
に闇するまとまりのある三吉を聞 分たちとの相違点や共通点を聞き取るとともに、敬称について尋ねたり

吾句で書かれ■たものめ意味が分かりト書き写す。

1小文字の暮き方や．一日の生活について尋ねたり答えたりする表現が分かる。＿

・t日の生活について，まとまりのある話を聞いてその枚妾が分かったり．順序立てて伝え合ったりする二。一日の生活について，音声で十分に慣れ親し
んだ簡単な語句で書かれたものの意味が分かり，書き写す。一、
・他者に配慮しながら自分の一日の生活について伝え合おうとする。

5　できること

文字の音に気付く

第三者を紹介する

Cany仙81鞘W叫？
YesJ eanJNo．Ican●七．

Ⅰ〝ouノHe侶be∫C血／8ingwem
十

＝ついて．音声

6　行ってみた
い国や地域

heredoyolユ WanttOgO？

IwanttogotoItaly．Wもy？

Because，lwanttOBee／goto／viBit
Rome…

・活字体の文字とその昔が分かるとともに．国名やどこに行きたいかを表す表現が分かる。
・旅行プランの睨明を聞いて．具体的な情報を聞き取ったり，行きたい国や地域について説明したり．自分の考えを伝え合ったりする。行きたい国や地
域について．音声で十三別こ慣れ親しんだ簡単な詩句で書かれたものの意味が分かり．他者に伝える目的を持って書き写す。
・他者に配慮しながら行きたい国や地域について説明したり．自分の考えを伝え合ったりしようとする。

㌔

7 位置と場所 既 震 農 謡 霊　It■80m／h h nder佃y tlldLこdck占・・ 廟 軸 頼 経 磁 羅 長 躯 過 輌 麻や巌 轟 巌 妄轟 赫 締 Ⅰ

・deSk∴二・．・ある物の場所や鵬 置繭 総騨 相 貌朗を師 摘 要を捉え輔 遺案内をした。する淵所細 の一位虚如係に五二、て音声如 十分細 れ親
I 文字の音に慣れ親しむ l 　　　　　　　　　　 ‾．－lしんだ簡単な醸句や産額的獲表・煎 舶 悌醜 め孝推恥 榊鴨読み絵肌‾．他者に伝える目的を持って義孝写す。

・・他者に配慮しながらある物や篭れがある場所にづし．1て説明しようとする三′
l 簡単な詩句を読んだり書き写したりする l－；二

8 料理’値段器還監 n．∴ 等量器 鼠慧器這琵琵罠還琵琶諾軍チ詣≒
l 丁寧 な表 現を使って依 臥 たり応 じた。する l　 ・他者 に配 慮しなが らT 恥 表現を使って注 文をしたり受 けた り・メニュー について相手 の 話を聞 いたり・感想 を伝 え合おうとす る。

9 あ こが れ の ‾‾．慧 藍 霊 慧 競 18

人 ・ミ　 H e侶b e 血 co ok ・鵬 山一
わn g te m n is．偶 革なことめ 表し方 が加 硫 ‾：ごく′三・二二・′・∴　1二・自分 があこが れた り尊敬したりする火 はう いて／手 とまり㊥ ある話壷恥 亘 具体 的な情 報を聞き取 るとともに．そ の場で 自分の 意 見を含 めて賞問 した

■り紹 介 したりする。音 声 で十分 に洩一再縦 んだ卸 軸 癖 旬や 轟 本的年表車 で書 か れたものの意 味 が分 かり，例 を参郵 こ野 と鱒 の寧 切 りに気を付 けな

がら書き写 す。
消 えなが ・ L　 L　　　　　　　 ・他者 に配慮 しながら自分 が あこがれ たり尊 敬 し■たりする人 につ いて・自分 の君 兄を含めて紹 介しようとす る。

その場で　 スノよ刀N b や J取 」をする

㍊営っ同′l、轡蜘爪如んか人間碍劫香l一女什ス鰭帥娩出爪蛤弥勒丁は芹勅封の醐鎧lr闇すふ姶討壷畠合由粛啓ぬぐ金言義経低音鯖）券売に作成．今後の検討の過程で修正する可能性がある。
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